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本  日  の  卓   話 
３ 月１６ 日 （水） 
｢心の健康と感性｣ 

ﾎﾞｰｽﾞ感性工学ﾘｻｰﾁ（株） 
     ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 川嵜達也氏 

月後に取ったビデオ（ｼﾞｮｸﾞｼﾞｬｶﾙﾀＲＣのスルヤディさ

んの娘さんが津波の１ヶ月後に２週間死体を捜すボラ

ンティアでアチェに行って取ったもの）を送って頂い

ております。死体がたくさん映っているので、食事の

時には見ない方がいいとのことです。いずれにせよ、

日本での報道にはまず生々しい現状というものは全く

映っていません。ともあれ、援助金に対しての詳細に

ついては又連絡をして頂くことになっています。 
 
■例 会 記 録 
第２２２８  回例会  ３月  ９日（水）晴        
●ロータリーソング「四つのテスト」斉唱   

■幹 事 報 告          久保義誓幹事   
１、 例会変更(北摂１１RCの例会変更) ※2月ホームクラブ皆出席      
千里メイプル：３／31（木）18：00～  秋山、安積 簡、倉内、長澤、中西、野田、大森、

坂井、朱、戸川、山田、吉田 於：万博自然公園内ﾊﾞｰﾍﾞｷｭ 
         GSE ｽｳェ-ﾃﾞﾝﾁｰﾑと共に花見例会  
２、 ＲＩ及び２６６０地区連絡事項  
Ⅰ）ＧＣＥ受入れスケジュール小冊子  
２）台風 23 号、新潟中越地震の義援金協力について
の最終報告 

■会 長 の 時 間         長澤利治会長 
 昨年12月22日茨木３ＲＣ合同の家族親睦会を開催
し、３ＲＣよりオークションの品物を提供頂き、その

収益金が２８万円余りになりました。当初の予定では、

新潟中越地震に対し送金予定でしたが、年末に発生し

たスマトラ沖の津波に対して､ｼﾞｮｸﾞｼﾞｬｶﾙﾀＲＣより、

アチェ州からｼﾞｮｸﾞｼﾞｬｶﾙﾀの各大学で勉学に励んでい

る学生の学費はｲﾝﾄﾞﾈｼｱ政府より免除になったが、被害

にあった学生にとっては生活費もままならないので援

助を要請したい旨の連絡を受けておりました。３ＲＣ

会長幹事会で話合いの結果、援助の送金を茨木ＲＣに

一任されましたので、茨木ＲＣ単独での３０万円を加

え送金しました。３ＲＣに対して感謝状と津波の１ケ 

D2560（新潟）ガバナー事務所へ ￥88,551,691 
D2630(岐阜、三重) ガバナー事務所￥ 7,300,840 

    D2650（福井、京都）ガバナー事務所￥ 7,300,840    
D2670（四国）ガバナー事務所へ ￥21,900,840 
D2680（兵庫･豊岡）ガバナー事務所￥36,500,840 
口座開設金                     ￥ 100          

 計 161,555,151 
３）「手続要覧 2004年」出版について 
４）春の全国交通安全運動ｷｬﾝﾍﾟｰﾝの案内と参加依頼 

４／６（水）11：00～  於：ツイン２１南プラザ   
５）地区ＲＡＣ新旧役員研修会の案内 ４／17（日）   
６）ザ・ロータリアン 3月号  
３、 茨木市、他ＲＣよりの依頼事項 ■出 席 報 告 

第２２２８ 回例会 前々回（第２２２６ 回） 
会員数（免除） 出席 欠席 出席率 欠席 補正出席率 

 ３３ (８) 19 6 76 ％ 1 96 ％ 

１）春の全国交通安全運動街頭啓発ｷｬﾝﾍﾟｰﾝの参加依頼 

要請３名   
  ４／６（水）９：30～ 於：阪急茨木駅西口広場 
  



４、第 9回理事会報告（3月９日開催） 
１）会長あいさつ 
  ３月に入り、いよいよ春の季節となり４月には観

桜会の予定もしております。ロータリー100周年
を迎え、200周年に向けて、変るロータリーを考
えていかなければならないと思います  
  地域社会に於いても古いしきたりが、いまだに残

っている所もあり、新しいものとが入り混じって

いる感があります。我ロータリーも 50 周年に向
けて、４大奉仕のバランスの取れた奉仕活動をし

て頂きたいと思います。            
２）４月度プログラムの件          承認    
３）会計報告の件（2月）           承認    
４）歓送迎会会計報告の件          承認    
５）観桜会の件               承認 
尚、参加会費 会員 7,000円 家族 5,000円  
６）その他 
  地球博については親睦委員会にて検討する。      
 
 
■卓  話 
「3分間スピーチ」 
『昔のロータリー』         橋本秀雄会員 
 ロータリーに入会して４５年の歳月が流れ、４０代

が８０代になりました。この間一番忘れられない事は、

何であったか振り返りますと、やはり１５代会長に就

任した時だと思います。当時は北摂は５つのロータリ

ークラブで北摂５ＲＣ幹事会は、高槻、茨木、吹田、

豊中、池田でした。例会場はサッポロビールの迎賓館

より茨木商工会議所の竣工で、事務所並びに例会場が

４階の会議室に移りました。現在の例会場はホテルで、

設営に対してはホテル側で行ってくれますので、会場

設営はＳＡＡの仕事で机並べやシーツ貼り、旗の取付、

食事の注文準備等はなくなりました。当時は地区より

新クラブの設立、インターアクト、ローターアクトの

設立の要望があり、ローターアクトの設立に天野追手

門学長の会長の時に設立するまでとなり、私に副会長

として設立に協力して、天野会長の任期終了前の５月

に商工会議所の５Ｆで設立の式典と披露を実施出来る

様にこぎつけました。この様な関係で、翌年の会長に

推薦されて会長職を受けました。以前からのクラブの

問題点として、女子事務員さんが長続きしませんで、 
１～２年で止められる始末で、高木会長就任の時にも

不在で事務員の採用に協力を頼まれて推薦しましたが、

３年で止められたので、私の時には不在で事務員探し

をする始末でした。さらに茨木ホストで ICGFの当番
に当っていました。その会場設営ですが、当時はクラ

ブ数も少なく範囲も広いため、場所も大阪北に又昼食

の準備が必要であり、茨木で出来ず中之島関電本社の

地下に食堂付の大ホールがあるとの事で交渉に行った

事、更に悪い事は重なるもので、幹事が病気入院で不

在となり、事務局は新人，概況報告書の作成や更にガ

バナーが高槻ＲＣの田宮さんで、茨木で新クラブの設

立を依頼され、高石特別代表を中心に新クラブの会員

勧誘に走るなど、毎日がロータリーの用事でした。事

務員探しも、若い独身の方は、一人で淋しい上に例会

場の設営で忙しいので止めてしまうので、子育ての済

んだ奥さんを探して１７年続けて頂きました。その方

も退職される時に、友人の田尾さんにお願いして現在

に至っていますが、すでに１５年近くも続けて頂いて

います。このように忙しい年でしたが、世界大会には

ミネアポリスに参加致しました。帰路サンフランシス

コより家に電話しましたら、初代会長の皆川氏が亡く

なったとの事で急遽帰り、葬式に参列しました。  
 

     笠原隆之助会員 
今日は、大原美術館の創立者である大原孫三郎氏に

ついてのお話です。大原孫三郎氏はもちろん明治時代

の人ですが、若いときは相当な暴れん坊で父親は困っ

ていました。そこで父親は孫三郎より少し年長でクリ

スチャンである人に頼んで通学する電車に便乗しても

らい、毎日キリストの話を聞かせたのです。多感な少

年であった孫三郎は自然とキリスト教に感化されて大

人になっていきました。 

 やがて、家業の倉敷紡績を引き継ぐと持ち前の馬力

で会社経営に全力で取り組み、大きな業績を上げるこ

とになります。そのころ親友であった児島虎次郎とい

う画家の熱心な頼みに耳を傾けるようになり、「日本の

絵描き達に本物の美術を見せよう」という大きな夢を

抱くようになります。そのころは武者小路実篤等を中

心とした白樺派の人たちが出した画集くらいしかヨー

ロッパの絵画、主に印象派の仕事は知られていません

でした。そこで、何とか本物を日本の絵描きに見せて

本物を勉強してほしいという虎次郎の損得抜きの情熱

が孫三郎を突き動かしたのです。やがて虎次郎は汽船

に乗り込み１ヶ月ほどかけてパリへ１回目の収集の旅

に出発することになりました。マチス、モネ、ブラン

ギィン等の作家達から直接絵を買い入れる一方ベルレ

ーヌ・ジューンヌといった当時一流の画廊廻りをして

名画を集めました。孫三郎の資金は何度も途切れるし、

何回も汽船でパリへ出向くという苦労がありました。

しかし孫三郎の偉大な所は、最初「大原社会問題研究

所」を始めとした研究施設を数多く作り、この美術館

は彼の社会奉仕の最後の仕事になりましたが、今日の

メセナ活動等といったスケールの小さいことではなく、

その精神はポール・ハリス以上と言っても過言ではあ

りません 
 
                  久保義誓会員 
 私はロータリーに入会させて頂き早や８年となりま 
す。紹介者は野田会員であり青年会議所の時は野田会 
員が理事長をしておられた時に、私が専務理事に命ぜ 
られました。その時の関係上早くロータリーに入会し 
ては、と言われていましたが、仕事の方は一段落し 60 



歳位になれば入会させて頂こうと思っていたところ、 
早く入会せよと言われて入会させて頂きました。           

その一つに、人前で自分自身の意見を発表する機会も

増してくる。その時に慌てる事なく対処する事が大切

である、それは訓練するしか方がなく、その為に入会

の依頼をしたとの事です。その父も去年 2月に亡くな
り、今更ながらに父の愛情を感じているこの頃です。 

親睦・ＲＡＣ・社会奉仕・国際・米山・各委員会委員 
長を仰せつかり、その中でも親睦委員長の時は当時の  
会長が橋本（陽）さんであり出来るだけ楽しい企画を 
して頂きたいという事で予算をフルに使い、楽しい企 
画を行ったと思います。本年度は幹事という大役を命 
ぜられ長澤会長のもと何とか今日までやってきまし 
た。 最後に頭の体操をしたいと思います。本年度 
国立大学入試問題の中から         
（問）下記漢字は関連性があります。□に当てはまる

漢字を入れなさい。          
 （親・人・高・□・子）         答え 薬    

（３０秒内で分かった人は優秀です） 
 
『私の入会』            坂井正純会員 
 私の入会に関し、皆様と少し違いがあるように思わ

れますので、その経緯を話したいと思います。通常入 
会につきましては、スポンサーから、ロータリーに関

する事柄の説明を受け、納得のうえで入会の運びとな

ります。私の場合は満 40歳誕生を迎えた日、突然、 
父より茨木ＲＣの入会の許可が降りた、来週の例会よ

り出席する様に云われました。後日父に入会の理由を

聞きますと、次のように云われました。男は 40歳を 
過ぎると、あらゆる面で責任を持つことが多くなる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
■ニ コ ニ コ 箱               日野岡Ｓ.Ａ.Ａ 
※結婚記念                 長澤 
※ホームクラブ皆出席    秋山、簡、倉内、長澤 
中西、野田、大森、坂井、朱、戸川、山田、吉田 
※朱先生有難うございました         戸川 

※ 高 島 会 員 に 写 真 を 頂 い て    

久保 
※歓迎会の写真を頂いて         朱、山田 
 
本日計３８，０００円  

累計１，４５３，４７６円 
 
■次 回 卓 話 

「ロータリーの雑誌月間を迎えて」 
  ロータリーの友地区委員 大西宏史地区幹事 

 


